
 

＜概要＞
  平成3年度、我が国の原子力発電所の時間稼動率及び設備利用率は、営業運転中の全発電所（41

基、総発電設備容量3,323.9万キロワット）平均で、時間稼動率は74.8％、設備利用率は73.8％で
あった。 全プラントの運転状況を見ると、前年度に比べて、故障・トラブルによる停止期間が半
減し、定期検査による停止期間は前年並で、設備利用率はやや増加した。

＜更新年月＞ 
1998年05月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  平成3年度、我が国の原子力発電所の時間稼動率を 表１-１ と 表１-２ に、設備利用率を 表２-

１ と 表２-２ に示した。これらの表によれば、営業運転中の全発電所（41基、総発電設備容量
3,323.9万キロワット）平均で、時間稼動率は74.8％、設備利用率は73.8％であった。 全プラント
の運転状況を見ると、前年度に比べて、故障・トラブルによる停止期間が半減し、定期検査によ
る停止期間は前年並で、設備利用率はやや増加した。

  BWRは、昨年に引き続き好調であった要因としては、前年度と比べて定期検査の件数が減少し
たことが考えられる。

  またPWRは、前年度並であった。
  平成3年度中に定期検査を終了したプラントの平均検査期間は143日（4.8月）となり、平成2年

度と比較して34日（1.1月）減となっている。なお、本年度の平均運転期間は297日と減少した。
  故障・トラブルによる運転停止頻度及び故障・トラブルの件数は、ここ数年低い水準で推移し

ている。
  平成3年度の新規運転プラントは次の2機である。

   北海道電力（株） 泊発電所 2号機（PWR 57.9万キロワット）
   （平成3年4月12日運開）

   関西電力（株） 大飯原子力発電所 3号機 （PWR 118.0万キロワット）
   （平成3年12月18日運開）

＜関連タイトル＞
 日本の原子力発電所の時間稼働率の推移（2004年度まで） (02-05-02-01)

 日本の原子力発電所の設備利用率の推移（2004年度まで） (02-05-02-02)
 平成3年度我が国の原子力発電所の時間稼動率及び設備利用率 (12-01-01-13)

 

＜参考文献＞
 （1） 通商産業省資源エネルギー庁公益事業部原子力発電安全管理課編、平成5年度版（平成4年

度実績）原子力発電所運転管理年報
 （2） 科学技術庁原子力安全局編（平成5年）：平成4年度の原子力発電所における設備利用率に

ついて、原子力安全委員会月報、通巻第175号

12 原子力施設の運転状況
12-01 原子力発電所
12-01-01 設備利用率
12-01-01-13 平成3年度我が国の原子力発電所の時間稼動率及び設備利用率

http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_914.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_449.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1078.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_2900.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1617.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_02-05-02-01.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_02-05-02-02.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_12-01-01-13.html











